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第１０回「土質試験方法とその適用及び島根の地質（１）（２）」質問表 

項目 土質試験方法 

① 

講 師 

（協）土質技術研究センター 

  松 浦 貴 之 試験室次長 

 

質問者 
受講番号 ２０ 

 

質 問 

 日本の土質試験は国際標準でしょうか。世界的には土質

試験が標準化されているのでしょうか？ 

 

回 答 

日本で一般的に行われている土質試験(日本産業規格 JIS・地

盤工学会 JGS・NEXCO 試験方法 JHS)は、国際基準 ISO と完全に

同じではないですが、近年は ISO 規格を参照しながら整合化が

進められています。しかし、地盤は火山灰質土、沖積粘土、ロ

ーム、砂丘砂など、 国ごとに土の性質が異なり地域差が大きい

ため試験方法も地域ごとに最適化されています。 

世界には、米国：ASTM D シリーズ・英国：BS 1377・日本：

JGS の基準が独自に発展しており、この基準らは長年の実績が

あるため、簡単には統一できない状況です。 

日本の土質試験は、世界的に見ても高い精度と体系性を持つ

独自規格です。 環境試験は ISO と整合、地盤工学試験は JGS 

が主体というのが現在の状況です。日本の基準は、国際基準と

完全一致ではないですが、国際標準（ISO）と整合を図りながら

独自体系を維持しています。 

 

実務では、以下の通り 

・公共工事（国交省） → JIS・JGS が標準 

・国際プロジェクト → ASTM・ISO を併用 

・汚染土壌評価 → ISO/JIS  

となります。 

以上、ご回答とさせて頂きます。 

 

 

 

 

 



項目 「ドボク模型」で知る土質力学 

② 

講 師 

（株）藤井基礎設計事務所 

  齊 藤 龍 太 基礎設計室室長 

 

質問者 
受講番号 ３６ 

 

質 問 

 ドボク模型の直接の質問でなくてすみません。 

 盛土規制法に関して宅地等防災マニュアル、CUバー試験と

uu 試験の使い分けについて記載がありました。"CU バーは

間隙水圧のみを測定しているので別で過剰間隙水圧を計算

に入れること（これは理屈はわかります）"、一方、"uu 試

験のデータを用いる際は非排水条件下での過剰間隙水圧を

含んだ全応力なのでそのまま使ってよい"旨の記載です。過

剰間隙水圧が十分に発生した場合は前述の条件に沿うのか

もしれませんが、そうでないときに初期状態での水圧の受

け持つ分まで、強度に含めて良いのでしょうか？uu 試験で

は間隙水圧なのか過剰間隙水圧なのか測定するすべすらな

いというのに。"UU 試験の強度定数に内包される水圧"と"

安定計算で別途考慮すべき静水圧・過剰間隙水圧"の境界

を、どのように考えればよいのでしょうか？ 

 教えてください。 

回 答 

 

追加で送っていただいた資料内に、ご質問が２つありました。

土質試験の実際のところと、間隙水圧のイメージをつかめれ

ば、整理しやすくなるのかなと思います。 

手書きで汚くて申し訳ないですが、メモ書きを添付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
















